
（別紙４）

〜 令和7年3⽉30⽇
（対象者数） 1 （回答者数） 1

〜 令和7年3⽉30⽇
（対象者数） 1 （回答者数） 1

〜 令和7年3⽉30⽇
（対象数） 1 （回答数） 1

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 助⾔内容を記録に残し共有できる仕組みを検討

2 対応記録を蓄積し検討しなおすことで更に充実させる

3 成果を可視化し評価・振り返りの仕組みを整える

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1
⽀援経過を定期的に記録し、⼩さな変化を⾒逃さない⼯夫を
検討

2 訪問予定を計画を視覚的に共有する体制を必要に応じて検討

3 記録⽅法を検討する

○事業所名 ひみつきち
○保護者評価実施期間 令和7年3⽉1⽇
○保護者評価有効回答数

令和7年3⽉1⽇
○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和7年4⽉28⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 令和7年3⽉1⽇

情報共有に課題がある場合がある ⽀援先との情報共有⽅法に課題がある場⾯がある

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

毎週の訪問では変容が⾒えづらい場⾯がある 変化が緩やかで、⽇々の記録が不⾜しがち

 訪問⽇程の共有⽅法に改善の余地がある 計画表の共有に難があり、⾒通しを持ちづらい

 助⾔が具体的でわかりやすく実践しやすい ⽣徒の状況に合わせた⽀援⽅法を提⽰している

 質問に対し適時・適切な対応ができている 現場がすぐに対応し、安⼼感につなげている

⽀援内容が実践的で効果が実感できる 個別対応を重視し、関係機関とも連携を図っている

事業所における⾃⼰評価総括表公表


